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暑さも和らぎ、秋風を感じる時期となりました。過ごしやすい反面、朝晩と日中の気温差に

体が慣れておらず、体調を崩しやすい時期でもあります。栄養バランスのとれた食事をとり、

毎日を元気に過ごしましょう。

10月は国が定める「食品ロス削減月間」、10月30日は「食品ロス削減の日」です。
「もったいない」という言葉には、物を最後まで大切に使う、食べ物を残さず食べるといった、

日本人が昔から大切にしてきた心が詰まっています。近年、まだ食べることができる食品を捨てて

しまう「食品ロス」が問題となっており、2020年度の食品ロスは約522万トンと推計されています。

これは、世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた食料支援量(2020年で年間約420万トン)の1.2倍に

相当します。食べ物に換算すると、日本人１人当たり「おにぎり１個分（約113g）」の食べ物を

毎日捨てているのです。「もったいない」の心を忘れずに、未来に向けてできることから

取り組んでみましょう。

家にある食材をチェックし、

使い切れる分だけ買いましょう。

買い過ぎない

家族の予定や体調を考慮し、

食べ切れる分を調理しましょう。
作った料理は早めに

食べ切りましょう。

作り過ぎない 食べ残さない

池田市内の給食では、毎日300～400㎏(中学校分)程度の給食が捨てられています。

みなさんの給食を食べている様子をみると、食缶の中にたくさん残っていることがあります。

一口も食べずに全部返している人はいませんか？

苦手な食品でも、一口食べてみることでおいしさに気付くことができるかもしれません。 健全な食生活を送るためには、持続可能な環境が不可欠です。

SDGsは、持続可能な世界を実現するために、世界中の国が共通して解決

しなければならない福祉、環境、教育などの課題を17の⽬標で⽰したものです。

「2030年までに世界全体の1人当たりの食料廃棄を半減させる」ことが、

12番目のゴール「つくる責任、つかう責任」のターゲットになっています。

小松菜と油揚げのごま炒め(１クラス) レーズンパン(1校)


